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11進月歩のエレクトロニックス‾菜∠如こおいて,l‾1iンニ;脚1三所ほ36咋

比に引き純き37勺二度も数多くの跡地■‖,】をl札允L,業卯の才恥訓勺1】′二J劫

を維持するよう努力してきた｢.

帖に以近の新て姐■tr--はますます砧度化された総で†+‾=州fによりソ亡成さ

れたものであり,世非山場での括抑がjUけ■+‡される状況にある｡以卜

37咋度の成架としてブラウン管,j､竺川守おrLびマイクロ娘管,受イi‾i､

弓て;,Ⅹ線管,柑殊1‾にイ▲管,J】1き∫‡体鮒‖■-などについて九ム吐の新仏■l】'】シ■亡

成の状況を紹介する｡

10.1ブ ラ ウ ン管

テレビ受像管は16形,12形などのワイドスクエアノ抄受像うてこが逐

次ン岩成し,長与二産にほいった｡-7イタロテレビ川としては6形な淵充

Lている｡

カラーテレビ丁立像常ほ1)滅亡化物けい光附こ乍｢巾l伽こ抑)作えLてノれ

粗宴が向上した｡

観測用ブラウン管ではヘリカル後段加速管のん■l柾がさらに州加す

るとともに0.6W級のカソード系がンヒ成している｡数100Mcよで

の広帯域ブラウソ管も開発した｡

ビジコンほ高感度の7735Aを開発Lた｡

10.1.1テレビ用受像管

16形ワイドスクエア受像管は400AB4についで,16AUP4(=

名称400CB4)を開発Lた｡16AUP4ほ仝長25611川lで前老より

25mm短縮したほか全山フォーカス恍を改ご拝してある｡

12形ワイドスクエア受像管としては310AB4をIji]発した｢.以大

部径310nll叫 全長236mmである｡

10.1.2 カラーテレビ用受像管

14形カラーテレビfll受像管として14BCP22(lL_】名称360Cfミ22),

17形として430CB22を開発Lた｡いずjtも乍硫化物ト1‾い光〃こを仙

川している｡

14BCP22ほ14形70度舶lこりの受像管‾‾ご,けい光休トソトトリニ+一

致約28万6千,孔椎0.22111mのグレーデッドホールシャドウー､′ス

クを用い,解像度,明るさともに従来よりヰ)すぐれているr,

10.1.3 観測用ブラウン管

ヘリカル後段加速管5CAIJlは2,000～6,000Vで班川するように

設計し,鵬向率Ⅹ軸:21.5Vdc/cnっ,Y軸:9.9Vdc/cm(E′′:j/Eムヒ=

6,000/L850Vにおいて)を右する｡

H別_17はヒータ電力0.63W(6.3V,100IllA)を維/)た新しいフ

ラウン管である｡

3形の角形ブラウン管3AHPl,80ABlを開発したて､80ABlほ

1段後段加速方式を採用している｡

わが国最初の100Mc滞のブラウノ管130JB2′排日発したが,本

管ほ偏向板分側による進行波力式のブラウン管である√､.

10.1.4 撮 像 管

光三導電而の改良により7038より3作手以上感度の出いビジコン

7735Aを開発した(舞3図)｡7735Aは7038とまったく外観が川じ

なので,交換が可能である｡

10.2 送信管およびマイクロ波管

】0･2･1セラミック送信管

36年度までに完成したUHF川糾】■-1櫨は各プル卜ご似秀な父統を収

めつつあるが,以近テレビジョン放送月-Jとして初めてⅤIiF川の大

ニ彗

第1凶 ワイド◆スクエフ′受†._ミ■竹16AUP4および310AB4

第2図130JB2
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第3図 7735A
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椚4凶 6F62R,8F66ⅠミA

形セラミック弓子;を【梢発Lたで6F62R(l捌頓椚失600W)はNHK技

術研ノ先所の指さ割こよりソ亡成したもので,メッシュカソードを採川し

て相互コンダクタンスを山_卜させてある｡8F66RA(陽極捌クこ

12kW)ほ右t火のガラス封止管をセラミック化し-て`芯力`容ま1i二,信掛

度を向上させたものである(陽椒削失20%増加)っ

】0.2.2 工業用送信管

大′■にプJシ/リーズ9T27(=プJl.00lくW), 8T75(山ノJ55kW),

8T74(～_1りJ30l(W)はすぐjtた実拡を閉めつつあるが,9T27級の

了冨批川とし.て7H57A(熱陰極水銀整流管,｢l_リブ12A),7G57A(熱

陰梅グリッドて別御放′屯管長上りJ12A)をンご成した｡い--ヨごれ■も従来の

5H69Bなどと何様の口立脚乍所独特の電極糀造を採川して優秀な

耐凪 プ壬命特性を巾∫Fiえている｡

誘`i‾丘カl憾モ,超一汗披応用などに詰安の多いl‾l-■形管として4T22(Hi

力400W),5T23(柑力750W)を尤成L･た〔､現在多く用いられて

いるアイマック形謂■■-1】1種に比レ+､形,矧叶化し,特性も改善してあ

り,すでに好評を柑つつある6T40,6T50の姉妹管として次節に

アイてック形に代わるものとノ朗フれる｡
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第5図 9T27,8T74

立 評

節6凶 4T22,5T23

10.2.3 UHF小形送信管

300～500Mc帯のレッヘル繰回終に適した送仁管として10W綬

の品種が世界中で未発表で,品柁構成上のギャップになっていた｡.

H4021はこのギャップを埋めるため開発Lたもので,′卜形,■㍍性能

の双ビーム4極管である｡移動無線機用などに今後括催をj削待して

いる｡

10･2･4 マイクロ波管

さきに開発した12V20はその後阪神電鉄株式会社のマイクロ凹

線などに使用され実績をあげ,その優秀性が実証された｡

】0.3 受 信 管

36年度に開発したセラミック受信管ニュービスタほテレビ受像機

に実用され各方面で大きな反響を呼んだ｡37iF度は本格的な昆産

体制にほいるとともに品種についても2B-H5,6CW4,7586リ､外

にもいくつかの軌石-一種を開発した｡またアメリカで宇田通信などに

実用されているセラミックペンシル管についてもUHF川3イ1断1;

7554を完成した｡その他11う形TV仙カラーテレビ川の受†rT管七上

びヨーロッパ形受信管のシリースを数多く開発し需要にこたえたで.

10.3.1 ニュービスタ

UHF用3極管HlO65,高欄披増帖用5極管HllOl,高J月披梓川1日

用4極管7587,任用波川低栗 Hl122など新弘【〔l-1を開発した｡

HlO65は1,200Mcまで増幅叶能であり,構造上取り扱いが容易で

あるので,この種の用途には払車のものである｡

HllOlは従来形の4極管7587をシングルエンドとLこjLに祁3

グリッドをいれたもので,静子迂容畳を減少させるたムり,ヱト畑+叫帖遇

になっている(G,,～=10.6111て_了,ん=10111A)｡Hl122ほ従火のミニ

アチュア管低雑音管に比べて数デシベル以上維古レベルが快い｡

10･3･2 セラミックペンシル管

セラミックペンシル管7554はUHF送信機用に開発Lたもので,

1,000Mcで1.4WのHl力を右している｡ニュービスタと同じくセラ

ミックと金属との封着,精解グリッドの巷廷作,特殊な封止排気など

のすぐれた技術により初めて完成した製品である｡

10.3.3
一般用受信管

2GK5,8R-LPl,5R-HRl,10EM7,22DE4,1J3,

6G-H7,16G-B16などのテレビ用受信管およびフレームグリッ

ド5極管6EH7,6EJ7を始めとするヨーロッパ形テレビ用受すf子

管の開発を行なった｡

遍
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第7図 H4021

第8[当 新形受信管ニュービスタ
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第9図
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節10図 テ レ ビ 用 受 信 管
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第11図 ヨーロッパ形テレビ用受信管シリーズ

10.4 X 線 管

診察用Ⅹ紘管では36年度に引き続き三極Ⅹ線管の各新品種を開

発∴1二共用Ⅹ線管では200kVpのⅩ線管およぴガス絶縁で使用する

160kVpのⅩ線管の新■?l桂を完成した｡またⅩ線用整流管では耐電

圧が特に良好な1301くVpおよび160kVpトリタン整流管を完成し

た｡
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】0.4.】 X 線 管

診劣ミ用とLて1251くVp三柚川転ド獅如Ⅹ松茸1;(ヒッターノ】ド)〃1改

良舶DOR-537A(1計､く2111nl)1昌ご′ノ亡成し,ガンのリ三川検診などに子〔

推している｢_､また1001くVp二三樅州淀Ⅰ以他Ⅹ紙背H7016(∴ミミ山5111111)

および150lミVp二‾て梯川荘以極Ⅹ線管H7008(托ノ∴ミ3.51Tll11)の桝ハ■■■杵

もソ己成し,いずれも実川されている｡またl二米川としては200kVl)

のⅩ線管SIO-200-5ふよびガス絶縁160kVp X線管H7018をソ亡成

した｡このう‾らH7018ほ,外形寸法が納浸130kVpX線管SIO-130-

5と同程度に′ト形化LたⅩ線管である｡

10.ん2 X線用整流管

130kVpおよび160l(Vpトリタン卓整流管の故山ハr-1として,KOT-

130DおよびKOT-160Dをソ亡成した｡これらほ耐電圧的に特に十分

余桁を待った整流管で高冠圧Ⅹ線装匹用として実f一丁+に過したもので

ある｡

】0.5 特殊電子管

】0,5.1数字表示管完成

数字表示管(数十二去ホ用冷位仲肘屯管)はディジタル未ホロ1とし

て表示が鮮明,かつ時日榊り遅Jtなく,消費′】E力約0.3W

できわめて小さいという特長があり,最近広いノ‾-H途に

用いられるようになった｡H4018Aは桝室26l-1川1の

標準寸法r枯であるが,柑にバルブ瞑を乍らiこし数′-トを

見やすく,また全拉なよ淵i享Lてあるっ 炎ホほ即叫Jで拉

ガ命である｡

10.5.2 レギュレータ管完成

直流ノrt;源攻妊化用のシリースレギニしレーク管とLて

6336A(.拭作形名tI4003)を完J成した｡これはこの川途

に多数用いられている6AS7-G,またほ6080の約3

倍の容易を右するもので,特性ノf命め后鎮座もすぐJL

ている｡

10.る 半導体製品

半導体馳■-■--ほ従来おもに携帯川ラジオに川いらjLて

いたが,現在では高級FMラジオのトランジスタ化,

さらにほテレビのトランジスタ化が進められている｡.

日立製作所ではすでにテレビ用に必要な各品種の開発

を終わり,今後ほ生産技術の開発がノ急がれている｡

一力,通rI言工業関係への上【‾仁導体の進出は順調に進ん

でおり,その川途の役椰多様性を反映して,(1)シリ

仰
肘
仰
仰
W
〃

仰
即
仙
〃
∬
〃

り
ぎ
〝
イ
ゴ
ァ
▲

♂
β
β
J
J

ハ⊥

ィノ′β一‥〓←

∩
〓
u

ハ‥止

【
‖
U

(
:
∵
も
㍉
鮨
懸
打
払
刑

/l一ニュリKOT-160Ⅰ),KOT-130D

第13L対 Ⅹ紙用整流管

コン人山力素丁,(2)高川波高川力素

十,(3)一缶稚スイッチング素丁,(4)

Twin袖航素-r-,光`右京ナなど特殊素√,

第14図 H4018A

節15岡 6335A

各f･蛸州l分野で甜生能,応信映化への舛

力が続けらJtている｡

また計第二機のように､iり与数万個以_1二の素十を用いる機器において

はl訓話椒,長寿命をうることほきわめて重要であり,半導体表面の

不榊牡処刑技術の研究,精巧な製造機器の開発,あるいほ膨大な寿

命ふt験捌F紳)允実,強化が行なわれ,その結果事故率10‾8(個数×時

間当たり)に達する矧■1f】を生みだした｡独自な執冒lとして,高周波

トランジスタの合金メサ形(2SA230系)は欧州の合金拡散形,あ

るいはアメリカの蒸着メサ形に匹敵する性能を持ち,FM,TVに

広く用いられている｡また技術開発の分野でほ気相成長の綽膜結晶

を利川するいわゆるエビタキシヤルトランジスタの実用化が進めら

れている〔

】0.d.1シリコン大出カトランジスタ

シリコン大王_11カトランジスタは2SD120､125系列がj㌔1～20W

までて貼枯化しているが,これ以.l二の出力トランジスタとして乍山

訂
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第16図 日立トランジスタの開発状況
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第18図 2SB331

HS803を開発した｡

これほ業界随一のもので150Wの出力を持ち耐圧150V,電流30

A,遮断周波数500kcである｡重電関係の制御f削こ開発したもので

AVR,その他多くの諾要が見込まれている｡第15図ほその外観で

ある｡

シリコンで大出力用のものは日立製rF所でほ拡散形が用いられて

いる｡

10.る.2 シリコン高周波トランジスタ

高周波シリコントランジスタとして新たにHS607,HS604を開

発した｡前者ほいわゆる三窮拡散技術により NPIN構造を有して

いる｡特長としてはi勺部抵抗が減少し,出力容量が小さく,かつ耐

圧の高いことである(カ200～300Mc耐圧100V,出力容量3pF)｡

後者HS604は高速スイッチング用トランジスタとして,プレナ構

造を有し,シリコン表面は女定な酸化被膜でおおい外閃ふん朗気の

影響をまったく受けないので200～300℃の高払川こも耐えられる｡

またコンピュータ用として,組込み緯度をi浅くできるように外形

はTO-18形である｡

10.占.3 ゲルマニウム大出カトランジスタ

ゲルマニウム出力トランジスタの開発ほ大電流高逆耐圧用と高周

波用の方向がある｡大電流出プJトランジスタとしてほ2SB331,

332,333,334,高周波出力トランジスタとしてはHS709を開発し

た｡

(1)2SB331,332,333,334

コレクタ最大電流15A,最大許容コレクタ損失80Wを有する

合金接合形トランジスタであり,特に大電流大電力の制御用増幅

用に最適な設計がしてある〔

コレクタ耐圧により2SB331,332,333,334(ニケゴのおの40,

60,80,100V)に分かれていてTO-36形ケースに封入してあ

る｡おもなる用途は各棟大う電力スイッチング安起化電源制御の

DCコンバータ,インバータリレー肘J研一電力発振器および低周波

増幅器などで,これら川途に使用した場合高性能を発揮する｡

(2)HS709

コレクタ最大電流5A,コレクタJ鼓大損失50W,遮断周波数

5Mc,コレクタ逆耐圧は100V,コレクタほ拡散接合でrFられベ

ースにドリフトフィルドを術えている｡このため広い周波数特性

を持ち電流増幅率のコレクタ電流依存性が良いという特長を僻え

ている｡

特に大出力広侍域音声増帖器の出力段Hi-Fiアンプに滋適なよ

うに設計してある｡このほかにDCコンバータ,インバータ,超

音波発振器などにも用いることができる｡

10.る.4 ゲルマニウム高周波トランジスタ

(1)UHFトランジスタ

36年度TV,チューナ用として開発量産した蒸着メサ形を改良

し,さらに半導体電極構造を縮少し,高周波特性の向上に努めた

結果,遮断周波数1,000Mcを有するUHFトランジスタHS17,
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第19図 寿 命 試 験 棟

HS523を開発したr)

(2)高周波送仁i什jトランジスタ

蒸着メサ形を改良しェピタキシヤルメサ形トランジスタHS519

を開発した｡これは特に150Mc帯無線機あるいはTV放送のサ

テライト局などの送信増幅器に組み込んで1石当たり0.2～0.25W

の出力が取れるように作られた送信用トランジスタである｡高速

のスイッチング用トランジスタとしてほエビタキシヤル蒸着メサ

形のHS524があり,開発した特性はStorage time40nsで立ち

上がり30ns時間で下降時間40nsである｡またHITAC3010の

浜糾召スイッチングトランジスタとして高信頼のHS503を開発

した｡その矧生ほ≠∫:0.08/JS,J㌔:200mWである｡

10.d.5 高信頼および低雑音トランジスタ

ゲルマニウムアロイ形トランジスタにおいても特殊な酸化表面処

理を行なうことにより使用中の増幅率の変化,または不良発生率は

従来の製品に比して改善され良好な特性を備えるようになった｡フ

ィルド試験で事故率10‾8(個数×時間当たり)に達している｡

また音響機器の要求にこたえ低雑音トランジスタの研究を進め,

TA37およぴ2SB302を聾割引ヒした｡

第20図ほこのときの各種1､ランジスタの雑音特性および雑音ス

ペクトラム測定回路を示す｡こjtより明らかなようにそれぞれつぎ

の特長がある｡

(1)M.U.(M()1t()n Diffused)形トランジスタTA37は特に,

高周波禎域での稚昔特性が良好で広帯域増幅用として推賞され

る｡

(2)可聴周波鉦主威(11くC以‾F)のいわゆる半導体特有の過剰雉
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電 子 管 お

音(excess noise)は2SB302がすぐれておりラジオ,またはテ

ープレコーダなどの音響機器として推賞される｡

10.る.占 高周波高出力シリコンエビタキシャルトランジスタ

従来トランシーバ用としては送仁川1力0.1W級のトランジスタが

用いられてきたが,この柿のトランシーバではi_】う力が少なく高出力

化の要望に応じて0.5W級のトランジスタとしてHS608,またほ

1W級のものとしてはHS609をそれぞれ開発Lたっ 2SCllOほシ

リコンエビキシヤルメサ形であり耐圧40V,出力0.5W,パワーゲ

イン7dB以上のものである｡このほか高速スイ､ソチソグ阿路川と

かコアドライブ用むこ最適で滋)る｡

HS609はエビタキシヤルプレナ形シリコンNPNトランジスタで

すぐれた高周披紺生を仙え,しかも殺人コレクタ電流が大きく,コ

レクタ飽和電圧が′トさいことを特長としている｡コアドライブ用と

して最適であるrl

lO.d.7 ダイオード整流器

HITAC3010試算機用ダイオードとして新たにボン1ご形ダイオー

ドHS915を開発量産化した｡特に応答速度を高めるために,特殊

金属をドープせしめ著しくライフタイムを‾Fげたゲルマニウム糸亡盲ん-1

を用い回復時間を0.2/ノ秒以‾lこにまで下げてあり整流特性とその寿

命を高めるため,口うン頂珪作所独i‾1で開発したダブルボンデソグ法を

採用している｡

36iF度UHF-TV(670～770Mc)受f訓]の周波数変換用としてシ

リコン点接触ダイオードHS902を開発したが,従来のタングステ

ン接触針として銅系統の新材料を用い,牛山こ整流効率を高め粁椚苛

性を著しく向上せしめたHS902Aを新たに開発した｡第1表はHS

902とHS902Aの雑音指数の規格値を示す｡

‾尊拶埠淋

第21囲 HS915(超高周波ダイオード)

第1蓑 HS902,HS902A雑音指数比較表

､言古＼＼-､--一畢竺__iHS902

雑音指数 L 17

HS902A

15

10.る.8 微 小 素 子

最近セットの小形化に伴い各素了一日休の小形化が安男されるよう

になってきた｡これに対してR立笹望作所においても超小形の開発,

改良に努めてきたがHS527(外径3.8ml11,高さ5.5mmmax),HS

305(外径2.5mm¢,高さ3.OmlTl)のものを完成した｡

HS527ほドリフト形PNPゲルマニウムでA,別こ区別され,そ

れぞれ周波数変換中間周波増幅用に設計され,高周波特性はそれぞ

れ低電圧トランジスタ2SA337,2SA336と同等である｡HS305

は補聴器用として開発したもので特性は2SB183,2SB184に類似

している｡

さらにマイクロモジュール用トランジスタとして使川可能な/くソ

ケーキトラソジスタHS522(2SA235仰当),HS610(2SC151州

当)を完成した｡外形4.8111m¢で厚さ2.6mlllである｡

よ び 半 導 体 91
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第23図

諜暑■T卜

′J･≠-､lてっ｢

ミ〉至′,毒rノ■l■!■-毒1至言--■1,1!一ノ･乙…11蔓■､､〉3

子女系電光立日

10.占.9 光 電 素 子

ナ【乍噂休光芯素丁としては,ゲルマニウムフォトトラソジスタ

t‡Slll,HSl12,シリコンフォトダイオードHSl13,CdS光電素

了▲11S2001,HS2002およびHS2012の61■戸｢l稚を■熟柿イヒしている

が,IISlll,HSl12は素子の北面杭を広くしてあるた捌こ光電流

感度がすぐれ,ゲルマニウムを材料として使用しているので赤外領

域で(披長1.5〃)で滋高度を示す｡HS2002はいずjtもCdSに適当

な不純物を混入して製作する｡【l刑氏抗が非常に大きく叩位照度当た

りの抵抗の変化が大きいため,20ルックス程度の光でも十分に感ず

ることができる｡

HS2012はCdSeを原料として用い赤外線に高い光感度を示すと

同時に召†祝城の光に対しても光感度がきわめて高い｡CdS光噂電素

子とl司様にlげ†寸1t抗が大きく光冠感度が高いため,光昭リレーなどの

一般n勺比こ和さらに∩倒制御1常吉などの広い二1二‾業‖1応用などに適してい

る｡
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